
令和７年第２回教育委員会定例会 議事録 

 

１ 教育長あいさつ 

 先週の１月３１日（金）は早朝より、社会教育課が所管する施設の視察にご参加いただき、あ

りがとうございました。訪問しましたそれぞれの施設は老朽化が進み、大変厳しい状況です。今

後の利活用の可能性は低いですが、適切な取扱いとなるよう協議します。 

 ２月２日（日）午前中、江津市 PTA連合会による研修会が開催されました。「心豊かに公教育

の未来を語ろう」というテーマで、これからを生きていく子どもたちのために、どんな教育環境

を整えていくべきかを、様々な視点で考え、具体化するために保護者としてできることを考える

機運の醸成が目的。江津東小学校体育館で約８０名の保護者等の参加を得て実施されました。第

一部は全員参加のトークセッション。４，５人でグループごとに提示されたテーマでの対話。第

二部はパネルディスカッション。江津市校長会長、元小学校 PTA会長、市 P連会長、コミスク

CN、私の５名でした。予想以上に盛り上がり、皆さんの前向きな参加姿勢のおかげで、盛会であ

ったように思います。単 Pでの会を開きたいとの声も聞いております。 

 皆さまご承知のとおり、全国どこの学校でも一定の水準が保てるよう文部科学省が定めている

教育課程（カリキュラム）が記されているのが学習指導要領です。およそ１０年に１度改訂され

ます。教科書や時間割はこれを基に作られます。その学習指導要領の改訂に向けた検討が中央教

育審議会で始まりました。大枠では、現行学習指導要領の中で掲げています「深い学び」の実現

の方向性を踏襲し、そのための教科の目標・内容の構造化や、教育課程の柔軟化などが議論され

る予定です。前回の改訂スケジュールで進めば、来年１２月ごろまでに文科大臣に答申される見

通しです。 

文科省からの諮問内容は、①深い学びの実現と、わかりやすい学習指導要領②多様な子どもを

包摂する柔軟な教育課程③各教科の目標・内容④教育課程の実施に伴う負担の軽減の４点の検討

が求められています。 

本日は、定期人事異動について、議決していただきます。詳しくは後ほど説明します。今後、

常勤講師及び非常勤講師も含めて適材適所の配置をめざして、進めます。 

 それでは、本日の定例会も、慎重なる審議、また忌憚のない意見交換や質問をお願いいたしま

す。 

 

２ 教育長の報告  （ 別紙 教育長勤務報告のとおり ） 

 

３ 議事録署名議員 

〇教育長 

本日の署名委員は、岡田委員と佐々木委員にお願いします。 

 

４ 議決 

①  指定校変更（校区外就学許可）について （新１年生分） 中学校 １件 

〇大石課長より説明   

変更理由） 希望する部活動がないため。 

来年度 4月から江津中学校が陸上競技の拠点校となるため、江東中学校に通いながら江津中学校の

陸上部に入ることを保護者と本人とで検討されたが、結論として江津中学校への指定校変更を希望。 

陸上部の拠点校方式はまだ試行的取組であるため、部活動を理由とする指定校変更を認めることとす



る。 

＜全員一致で承認＞ 

 

② 教職員人事について 

〇大石課長より人事異動内申資料により説明  

＜委員からの意見・質疑等＞ 

〇天倉委員 

同一校で親子が一緒になるケースがあるのか。 

〇教育長 

親が教職員で子がその学校の児童生徒ということは、本来避けるべきである。しかし、双方に支障がな

いと判断した場合は、同じ学校となることもあり得る。 

〇福田委員 

  早期に辞職をされる教職員が複数名いるが、理由は把握されているのか。 

〇教育長 

  辞職願には一身上の都合という記載である。具体的な理由等については、個別に校長を通じて把握し

ており、慰留に努めていただいたケースもある。致し方なしと判断している。 

＜全員一致で承認＞ 

 

５ 報告事項 

① 相談箱の投函に係る対応等について 

〇大石課長より説明 

１月は各中学校とも投函なし。 

＜委員からの意見・質疑なし＞ 

 

② 心の相談箱の廃止について 

〇大石課長より説明 

  子どもたちの生命を守るための取り組みとして平成 24年度より市内４中学校に「心の相談

箱」を設置していますが、近年では、令和６年度１件（４月～12 月）、令和５ 年度３件、令和

４年度２件、令和３年度２件、令和２年度１件と投函も少なく、内容 についても保護者からの

投書があるなど年数の経過とともに本来の目的をはたしていない状況となっている。 

 この状況を鑑み、今後については、デジタルを活用した相談体制の検討や SOS の出し方に関す

る教育の実施などを行うこととし、「心の相談箱」については、令和７年３月で廃止とする。 

＜委員からの意見・質疑なし＞ 

 

６ その他 

① 令和６年度卒業式・令和７年度入学式の出席者について 

〇大石課長より説明 

【卒業式】 江東中学校・・・3/7（金） 

江津中学校・青陵中学校・桜江中学校・・・3/8（土） 

川波小学校・・・3/14（金） 

渡津小学校・津宮小学校・高角小学校・・・3/18（火） 

郷田小学校・江津東小学校・桜江小学校・・・3/19（水） 



   【入学式】 ４中学校とも 4/9（水）午前中 

７小学校とも 4/9（水）午後  

※各学校の卒業式・入学式に教育長・教育委員・学校教育課長・社会教育課長のいずれか１名が出席 

 

【追 加】 

子どもたちへの対応について 

〇岡田委員 
居住地近くに不審な言動をされる方がいるという情報があるが、教育委員会で把握しているか。子

どもたちに影響が出ないか心配している。 

 

〇大石課長 

民生委員から小学校に連絡があり、小学校長から市教委への連絡を受けている。市教委から駐在所

に連絡をしており、登下校時のパトロール強化をお願いしたところ。何か具体的な被害がでていない

ので、現状ではここまでしかできない。 

 

学校のミシン学習について 

〇佐々木委員 

婦人会の方などが毎年市内の小中学校に雑巾を寄贈しているが、ふるさと教育の一環として、子ど

もたちと一緒にミシンで雑巾を作ってもよいのでは。最近学校では授業の中でミシンを使っているの

か。 

〇福田委員 

 コロナ禍前までは、婦人会に学校支援（水泳の監視・ミシン指導・校外活動の付き添いなど）の依

頼があった。最近はミシン指導の依頼もなくなったがどうされているのか。 

〇教育長 

 ミシン学習の実施及び地域の方の協力については各学校に聞いてみたい。 

 

西部統合小学校について 

〇佐々木委員 

 西部統合小学校の工事現場で現在遺跡採掘作業を行っている。 

 非常に貴重な機会なので、子どもたちも見学できれば、勉強になるのでは。 

〇大石課長 

 作業を円滑に進めていただく必要があるうえに、安全な見学ができるかどうかも含めて検討した

い。 

 

令和７年度 公立高等学校入学者選抜（特色入学者選抜）について 

〇天倉委員 

今年度から大きく変わったようだが、どうだったのか。 

〇教育長 

 次回の定例会で指導主事から説明を行うようにしたい。  

 

 

 

午後３時４１分終了 


